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帝 人 株 式 会 社 

 

帝人株式会社（本社：大阪市北区、社長：鈴木 純）は、9月 1日より、訪問看護師や

訪問看護事業者への情報提供に特化したウェブメディア「ＮｓＰａｃｅ（ナースペース）」

（https://www.ns-pace.com/）を開設しました。 

「ＮｓＰａｃｅ」は、訪問看護に必要な情報や、職員の採用や教育、事業所の運営などに

関するノウハウ、さらには訪問看護師同士の交流の場を提供し、訪問看護師および訪問

看護事業者にとってのプラットフォームとなることを目指していきます。 

 

１．背景と目的 

（１）現在、日本の 65歳以上の人口は 3,500万人を超え、団塊の世代が 75歳以上となる

2025年以降には、国民の医療や介護の需要がさらに増加すると見込まれています。 

（２）これに対し、政府は在宅医療の体制整備を急務とし、高齢者が住み慣れた地域で

住まい・医療・介護・予防・生活支援などのサービスを一体的に受けられるよう、

地域の包括的な支援・サービス体制（地域包括ケアシステム）の構築を推進しています。 

（３）こうした中で、在宅患者さんの自宅に訪問し、その病気や障がいに応じて看護を

行う訪問看護師は、在宅医療の中心的な担い手としてニーズが高まっており、その

所属事業所である訪問看護ステーションの数は 10年間で約 2倍に増加しています。 

（４）しかし一方で、経営に必要な情報やノウハウが充分に得られないことや、採用や

教育が上手くいかないなどの経営的な課題により、休止や廃止に至る事業所も多く、

業界の課題となっています。 

（５）帝人は、このたびのウェブメディア開設により、事業運営の効率化や採用、教育

などに関する情報、訪問看護師同士の交流の場などを提供し、課題解決を支援する

ことを通じて、地域包括ケアシステムの構築に貢献したいと考えています。 

 

２．「ＮｓＰａｃｅ」について 

（１）医療関連のウェブメディアは既に多数存在していますが、訪問看護関連の情報に

特化することで、訪問看護師の求める情報を迅速に検索・閲覧できるようにしました。 

地域包括ケアシステムの構築支援に向けて 

訪問看護師向けのウェブメディアを開設 

https://www.ns-pace.com/


（２）コンテンツは、現場の訪問看護師だけでなく、訪問看護事業所の経営者層、管理者層

にも有用な構成としています。 

（３）情報発信だけでなく、オンラインセミナーなど各種イベントを定期的に開催し、

訪問看護分野における専門性の高い人材の育成や経営支援などにも貢献します。 

（４）また、作成に時間を要する感染症や災害対策に関する資料や、業務中の交通事故

対応、接遇マナーに関する資料など、事業運営に欠かせないマニュアルやフォーマット

を提供し、事業運営の効率化に寄与します。 

（５）さらに今後は、訪問看護業界の各種課題に対するシステム構築など、コンテンツ

の拡充を図り、訪問看護師やその事業者にとって必要不可欠なプラットフォームと

なることを目指していきます。 

 

３．今後の展開 

（１）帝人は、今後の展開として「地域包括ケアシステム関連新事業の創出」を掲げ、

保険領域に留まらない地域密着型の総合ヘルスケアサービスの提供を目指しており、

今回の取り組みを含めたデータプラットフォームを用いることで、新たな市場創出

を推進していきます。 

（２）そして帝人は、社会が求める「少子高齢化・健康志向ソリューション」の提供を

通じて、長期ビジョンである「未来の社会を支える会社」を目指していきます。 

 

 

 

 

以  上 

【 当件に関するお問合せ先 】 

帝人株式会社 コーポレートコミュニケーション部  TEL:(03)3506-4055 

 訪問看護師向けのウェブメディア「ＮｓＰａｃｅ」 


